判旨
上告棄却
X女が本訴において主張する請求は、Y男のX女に対する内縁関係破棄の不法行為を原因とするものであることは、弁論の全趣旨を通じて窺われる。
また、原判決も、挙示の証拠関係に照らし、Y男とX女との間の内縁関係はY男のために不法に破棄されるに至った一連の事実関係を確定して、X女の主張を容認したものであること、判文上明らかである。
以上より、本件Y男の行為をX女に対する不法行為と観る以上、その債権の成立及び効力は、その原因たる事実の発生した地の法律によるべきものであることは通則法よりあきらかである。
よって、原審が本件の原因たる事実の発生した日本の法令を適用して判断するに至ったのは、正当というべきである。
　
